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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第63期
第２四半期
連結累計期間

第64期
第２四半期
連結累計期間

第63期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年９月30日

自平成27年４月１日
至平成27年９月30日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 （百万円） 12,196 12,620 23,804

経常利益 （百万円） 781 752 1,536

親会社株主に帰属する四半期

(当期)純利益
（百万円） 517 481 1,017

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 637 288 1,538

純資産額 （百万円） 32,363 33,264 33,121

総資産額 （百万円） 39,831 40,641 40,358

１株当たり四半期(当期)純利益

金額
（円） 26.91 25.05 52.90

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 81.2 81.8 82.0

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 578 1,157 1,609

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △1,059 △301 △2,312

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △144 △144 △288

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 4,083 4,475 3,762

 

回次
第63期
第２四半期
連結会計期間

第64期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成26年７月１日
至平成26年９月30日

自平成27年７月１日
至平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 19.14 12.62

（注）１．売上高には、消費税等は含んでおりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

３．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21

号　平成25年９月13日）等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、集中豪雨等の天候不順や公共投資の減少といった影響を受け

ながらも、企業収益の改善による設備投資の増加や雇用環境の改善による個人消費の回復により、緩やかに回復を

続けております。海外経済については、先進国を中心に緩やかに回復しつつありますが、中国をはじめとする新興

国経済の減速が見られ、依然として不確実性が大きい状態です。

　塗料業界においては、船舶の分野以外は低調に推移しており、全体では前年同期ほぼ横這いの結果となりまし

た。

　この様な状況のもとで、当社グループは、「機械に出来ることは機械に任せ、社員には人間本来の能力、創造力

を大いに発揮してもらう」という経営理念に基づき、高品質の塗料を適正価格で提供することを基本に事業展開を

図ってまいりました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高126億20百万円（前年同期比3.5％増）、営業利益５億38

百万円（前年同期比17.8％増）、経常利益７億52百万円（前年同期比3.7％減）、親会社株主に帰属する四半期純

利益４億81百万円（前年同期比6.9％減）となりました。

　当社グループは、塗料等製造販売の単一セグメントであるため、製品分野別の業績は次のとおりであります。

①車両塗料分野

　環境対応と生産性向上の両立に有効な高性能ベースコートと環境配慮型クリヤー及び昨年発売した環境配慮型下

地塗料の拡販に加え、水性シリーズ「ネオウォーターベース」と、６月に発売した大型車両や産業機械等に適した

環境配慮型２液アクリルポリウレタン塗料は堅調に推移しましたが、売上高は前年同期並みとなりました。

②建築塗料分野

　改修・リニューアル市場に重点を置き、４月に上市の屋根用弱溶剤型１液シリコン樹脂塗料「１液ユメロック

ルーフ」及び６月に上市の「ハイパービルロックセラ」等の高付加価値製品の拡販に努め、好調に推移しました

が、消費税増税以降の市況の冷え込みが十分に回復しておらず、売上高は前年同期並みとなりました。

③工業塗料分野

　塗料分野では積極的な営業活動により粉体塗料を中心に新規需要を獲得し、接着剤分野では国内外の包装材用途

で着実な需要開拓及び高付加価値製品の拡販を行いました。その結果、売上高は前年同期を上回りました。

④家庭塗料分野

　主力のエアゾール製品が、高性能サビ止めスプレーを中心に回復基調にあり、また、室内環境対応塗料等が堅調

に推移しましたが、市況の冷え込みを補うには至らず、売上高は前年同期を下回りました。

 

(2）財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産の合計は、406億41百万円（前連結会計年度末は403億58百万円）となりま

した。また、負債の合計は、73億76百万円（前連結会計年度末は72億37百万円）となり、純資産の合計は、332億

64百万円（前連結会計年度末は331億21百万円）となりました。

この結果、自己資本比率は、81.8％（前連結会計年度末は82.0％）となりました。
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(3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、当連結会計年度の期首残

高より７億12百万円増加し、44億75百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は、11億57百万円（前年同期は５億78百万円の獲得）となりました。主な要因は、

税金等調整前四半期純利益７億38百万円、減価償却費５億53百万円の資金の増加があったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、３億１百万円（前年同期は10億59百万円の使用）となりました。主な要因は、

固定資産の取得による支出３億98百万円があったことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、１億44百万円（前年同期は１億44百万円の使用）となりました。主な要因は、

配当金の支払によるものです。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は、３億77百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 88,000,000

計 88,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 22,000,000 22,000,000
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

1,000株

計 22,000,000 22,000,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高
（百万円）

平成27年７月１日～
平成27年９月30日

－ 22,000,000 － 1,100 － 530

 

（６）【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

辻不動産株式会社　 大阪市西淀川区姫島３丁目１番47号　 7,059 32.09

ロックペイント株式会社　 大阪市西淀川区姫島３丁目１番47号　 2,774 12.61

ケミコ株式会社　 大阪市西淀川区姫島３丁目１番47号 2,025 9.21

辻　信一郎　 兵庫県西宮市　 869 3.95

ワブコ株式会社　 大阪市西淀川区姫島３丁目１番47号　 801 3.65

ロック共栄会　 大阪市西淀川区姫島３丁目１番47号 744 3.39

ロック商事株式会社　 大阪市西淀川区姫島３丁目１番47号 402 1.83

ピーアイエー株式会社 大阪市西淀川区福町１丁目１番16号 306 1.39

名出　草苑子 兵庫県西宮市　 292 1.33

松井　朋子 兵庫県西宮市 282 1.28

計 － 15,557 70.72
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  2,774,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 19,163,000 19,163 －

単元未満株式 普通株式     63,000 － －

発行済株式総数 22,000,000 － －

総株主の議決権 － 19,163 －

 

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

ロックペイント株式会社
大阪市西淀川区姫島

３丁目１番47号
2,774,000 － 2,774,000 12.61

計 － 2,774,000 － 2,774,000 12.61

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、ひびき監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,462 9,075

受取手形及び売掛金 5,847 6,568

商品及び製品 3,753 3,043

仕掛品 536 538

原材料及び貯蔵品 1,402 1,479

その他 626 628

貸倒引当金 △2 △3

流動資産合計 20,625 21,330

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,801 4,681

土地 8,046 8,033

その他（純額） 2,643 2,689

有形固定資産合計 15,491 15,404

無形固定資産   

その他 438 363

無形固定資産合計 438 363

投資その他の資産 3,835 3,576

貸倒引当金 △32 △34

固定資産合計 19,733 19,310

資産合計 40,358 40,641

負債の部   

流動負債   

買掛金 3,607 3,810

未払法人税等 268 269

賞与引当金 278 283

その他 1,163 1,115

流動負債合計 5,317 5,478

固定負債   

役員退職慰労引当金 153 152

退職給付に係る負債 1,374 1,433

資産除去債務 73 73

その他 318 238

固定負債合計 1,919 1,898

負債合計 7,237 7,376
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,100 1,100

資本剰余金 530 530

利益剰余金 32,179 32,516

自己株式 △2,163 △2,163

株主資本合計 31,645 31,982

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,266 1,061

為替換算調整勘定 273 271

退職給付に係る調整累計額 △74 △59

その他の包括利益累計額合計 1,466 1,273

非支配株主持分 8 8

純資産合計 33,121 33,264

負債純資産合計 40,358 40,641
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 12,196 12,620

売上原価 9,831 10,041

売上総利益 2,365 2,578

販売費及び一般管理費 ※ 1,908 ※ 2,040

営業利益 457 538

営業外収益   

受取利息 4 4

受取配当金 27 28

受取賃貸料 58 62

業務受託手数料 89 94

持分法による投資利益 36 39

為替差益 92 －

雑収入 29 20

営業外収益合計 339 250

営業外費用   

売上割引 13 13

為替差損 － 21

雑損失 1 0

営業外費用合計 15 35

経常利益 781 752

特別損失   

固定資産除却損 9 1

固定資産売却損 0 －

減損損失 － 12

特別損失合計 9 14

税金等調整前四半期純利益 771 738

法人税等 253 257

四半期純利益 517 481

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
0 △0

親会社株主に帰属する四半期純利益 517 481
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

四半期純利益 517 481

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 71 △205

為替換算調整勘定 34 △1

退職給付に係る調整額 13 14

その他の包括利益合計 119 △192

四半期包括利益 637 288

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 636 288

非支配株主に係る四半期包括利益 0 △0
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 771 738

減価償却費 494 553

減損損失 － 12

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 43 80

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 10 △0

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 2

賞与引当金の増減額（△は減少） 3 5

受取利息及び受取配当金 △32 △33

支払利息 0 0

為替差損益（△は益） △102 2

持分法による投資損益（△は益） △36 △39

固定資産売却損益（△は益） 0 －

固定資産除却損 1 0

売上債権の増減額（△は増加） △360 △724

たな卸資産の増減額（△は増加） 115 628

仕入債務の増減額（△は減少） △153 203

未払消費税等の増減額（△は減少） 103 6

その他の資産の増減額（△は増加） △112 14

その他の負債の増減額（△は減少） 14 △66

小計 759 1,385

利息及び配当金の受取額 32 33

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △213 △261

営業活動によるキャッシュ・フロー 578 1,157

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △2,500 △2,400

定期預金の払戻による収入 1,980 2,500

固定資産の取得による支出 △649 △398

固定資産の売却による収入 0 －

貸付けによる支出 △63 △53

貸付金の回収による収入 176 55

その他の支出 △13 △4

その他の収入 10 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,059 △301

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △144 △144

財務活動によるキャッシュ・フロー △144 △144

現金及び現金同等物に係る換算差額 3 1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △622 712

現金及び現金同等物の期首残高 4,705 3,762

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 4,083 ※ 4,475
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
　　至 平成26年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
　　至 平成27年９月30日）

従業員給料及び手当 569百万円 587百万円

賞与引当金繰入額 116 121

退職給付費用 42 50

役員退職慰労引当金繰入額 10 12

貸倒引当金繰入額 △1 2

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

現金及び預金勘定 8,283百万円 9,075百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △4,200 △4,600

現金及び現金同等物 4,083 4,475

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年９月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 144 7.5  平成26年３月31日  平成26年６月30日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後と

なるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年11月11日

取締役会
普通株式 144 7.5  平成26年９月30日  平成26年12月10日 利益剰余金
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年９月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 144 7.5  平成27年３月31日  平成27年６月29日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後と

なるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月10日

取締役会
普通株式 144 7.5  平成27年９月30日  平成27年12月10日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年９月30日）

当社は、塗料等製造販売の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年９月30日）

当社は、塗料等製造販売の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 26円91銭 25円05銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
517 481

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額（百万円）
517 481

普通株式の期中平均株式数（千株） 19,227 19,225

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

平成27年11月10日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・144百万円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・７円50銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・平成27年12月10日

（注）平成27年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年11月12日

ロックペイント株式会社

取締役会　御中

 

ひびき監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 堀　　亮三　　印

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤　功士　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているロックペイント

株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日か

ら平成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ロックペイント株式会社及び連結子会社の平成27年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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